
2040年を展望した岡山県看護協会のあり方(概要版) 

2040年の医療を取り巻く現状 2040年を展望した岡山県看護協会のビジョン達成に向けた活動の方向性 

～看護職が活躍するための基盤～ 
看護職一人ひとりのウェルビーイングの重視 
 自己研鑽と主体的なキャリア形成の推進 
   多様で柔軟な働き方への転換 

公益社団法人岡山県看護協会の基本理念 

活動 
理念 

岡山県看護協会は、2040年に向けて専門職としての一人ひとりのキャリア支援に取り組み 
基本戦略の実践により県民の福祉と健康づくりへの支援に寄与することを目指します 

2040年の岡山県の看護職を取り巻く問題点 今後の課題 

県民の健康づくり・地域づくりへの支援 
1) 地域共生社会へ向けた地域づくり 2) その人らしさを尊重する生涯を通じた支援

1 

看護職の確保と定着促進2 

看護職の能力拡大・拡充と専門性の高い看護職のさらなる育成3 

災害・健康危機支援体制の強化4 

看護協会の組織力の強化と看護政策力の向上5 

1. 県民の健康づくり･地域
づくりへの支援

2. 看護職の確保と定着促進

3. 専門性の高い看護職の増
加、看護職の能力拡大･
拡充

4. ICTとの共生と看護の本
質の継承、多職種･異分
野との連携

5. 災害･健康危機支援体制
の強化

1.全世代型地域包括ケアの一層の推進のた
め県民と共に安心して元気に暮らせる地
域づくり支援の必要性

2.超少子高齢社会による生産年齢人口の減
少、看護職の働く場の多様性に伴う看護
人材の不足・偏在化への支援の必要性

3.医療の高度化・複雑化・県民の価値観の
多様性に対応するために求められる専門
性の高い看護職及び看護職の質の担保

4.2040年のデジタル社会に対応し、看護
DXを促進・発展させるための看護の本
質の継承と異業種との連携

5.地球温暖化等に伴う災害の多発化・激甚
化、新興感染症への対応

1. 教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図る 
2. 看護職が生涯を通して安心して働き続けられる環境づくりを推進する 
3. 県民のニーズに応える看護領域の開発・展開を図る 

使命 
1. 看護職の力を変革に向けて結集する 
2. 自律的に行動し協働する 
3. 専門性を探求し新たな価値を創造する 
4. 法令遵守、内部統制、説明責任の理念に則した法人運営を行う 

● 先進医療と医療・介護分野におけるICT(情報通信技術)との共生と看護の本質の継承 
• 看護の効率化、質の向上、遠隔診療（オンライン診療（D to P with N））、遠隔死亡診断

● 看護の対象、看護職の働く場・役割の多様化と医療従事者の地域・領域別偏在 
• 柔軟・多様な働き方の構築、地域偏在に向けての人材派遣等のシステムの構築
• 看護・介護人材の不足による人材確保戦略の必要性、看護職が働き続けられる環境整備

● 全世代型地域包括ケアシステムの推進と医療機能分化・強化と連携 
• 地域共生社会の深化、全世代型地域包括ケアシステムの構築、地域完結型医療・介護提供体制の推進

● 超少子高齢社会の進展 
• 人口減少・生産年齢人口の減少、高齢者の独居・高齢者単独世帯の増加等による介護サービス需要の増加と多様性
• 多様で複合的な支援・ニーズの高まり（ひきこもり、外国人の増加等）
• 地域での支え合い機能の希薄化、自治体規模等の格差の拡大

● 健康寿命の延伸と健康格差 
• 高齢化による疾病構造の変化、生活習慣病、重症化予防等による健康寿命の延伸、健康格差の深刻化

職能委員会活動 
保健師職能委員会
助産師職能委員会

看護師職能委員会Ⅰ・Ⅱ

看護職一人ひとりの実践

支部活動 
岡山、倉敷、井笠、
高梁、新見、真庭、
津山・勝英、東備

基本戦略

岡山県の

かんご君・ナースちゃん

委員会活動 
常任委員会及び
その他の委員会

● 地球温暖化に伴う災害の多発化・激甚化、新興感染症への備え 
• 災害（感染症）に強いまちづくり、災害等への備えの必要性


